
 

「令和７年度 県民カレッジ夏季講座」について(ご案内) 

 

 みだしの講座について、下記の通り開催いたします。申込みの方法の詳細につきまして

は、７月初旬発行予定の募集案内をご覧ください。（募集案内の発行予定の時期が変更と

なりました。） 

 

記 

 

講師  養老 孟司 氏 

演題  「日本人の壁」 

日時  令和７年８月３０日（土） 午後２時から午後３時３０分 

会場  富山県教育文化会館 ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事務担当】 

県民カレッジ 夏季講座受付 係 

TEL 076-441-8401 

養老 孟司 氏 （東京大学名誉教授） 

 

1937年神奈川県鎌倉市生まれ。 

1962年東京大学医学部卒業。１年のインターンを経て、解剖学教室に入

る。以後解剖学を専攻し、医学博士号取得。 

1981年東京大学医学部教授に就任。退官後1996年に北里大学教授に就任

（大学院医療人間科学）。2003年に同大学を退職。 

1989年に『からだの見方』でサントリー学芸賞を受賞。2003年に出版し

た『バカの壁』は、人は人となぜ分かり合えないのか、ということの本

質を突いたもので、400万部を超えるヒット作となり、同年のベストセ

ラー第１位、毎日出版文化賞を受賞、さらに題名の『バカの壁』は新語

・流行語大賞を受賞した。その後も同種の一般向け著書を数多く執筆し

ている。また、テレビ出演や講演会など幅広く活躍している。 

 

◇主な著書 

『バカの壁』『死の壁』『超バカの壁』『「自分」の壁』『遺言。』『ヒトの壁』『人生の壁』（新潮社）

『ヒトの見方』『からだの見方』『解剖学教室へようこそ』『考える人ヒト』『無思想の発見』（筑摩書房） 

『養老孟司の“逆さメガネ”』『本質を見抜く力』『京都の壁』『子どもが心配』（PHP研究所） 他多数 

 


